
過去に九州で起こった災害の
情報や文献が640件以上
掲載されています！

地域にある災害碑や
被災時の史跡をめぐるなど、
災害地の訪問に活用できます

地域で起こった
災害がわかり、

避難経路など地域の
防災活動に役立てられます

子供たちが作る
防災マップの素材として

活用できます

いろいろ
使える !

九州災害履歴情報
データベース

地震 津波 火山 風水害

九州における災害履歴の情報公開サイトです

一般社団法人　九州地域づくり協会
〒812-0013　福岡市博多区博多駅東2-5-19  サンライフ第3ビル4階
電話  ：  092-481-3781      FAX  ：  092-481-3785

お問合せ先
検索九州災害履歴情報
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江戸時代の1662年（寛文２年）10
月31日、宮崎市をマグニチュード7.6
の日向灘地震と大津波が襲いました。

宮崎県内では震度５以上の揺れが
あり、高さ４～５ｍの津波が宮崎県から
鹿児島県大隅半島一帯まで襲ったと
伝えられています。

特に飫肥藩（現在の宮崎市大字熊
野周辺）を中心に被害が大きく、延岡、
高鍋、佐土原、飫肥の城で石垣が崩れ
落ち、3,800戸の家屋が倒れ、200人
が亡くなりました。

この時、海寄りにあった外所村では１
ｍほど地面が沈み、そこへ津波の海水
が流れ込んで村全体が海中に沈みま
した。外所地震の名前は、海に飲み込
まれた村名にちなんでいます。

外所村があった宮崎市大字熊野地
区には、７基の供養碑があります。

外所地震と津波の被害を後世に語
り伝え、防災の戒めとするため、江戸時
代から50年ごと（１世代）に供養碑を
１基ずつ建ててきました。

供養碑は右側が一番古く、1761年

（宝暦11年）や1810年（文化7年）の

年が刻まれた石碑もありますが、風雨

にさらされて文字は読み取れません。

一番左側の2007年（平成19年）

の350年碑には「防災の大切さを後世

に伝える」と刻まれ、今も地域の人たち

が7基の供養碑を大切に守り、防災活

動の教訓にしています。

外所地震の伝承は宮崎市新別府町

の一葉稲荷神社にも残っています。

外所地震がおこった時、この地域一

帯に大津波が押し寄せ、津波の被害に

あいました。

その時、一葉稲荷神社に一羽の白ウ

サギが現れ、津波を蹴って神社を救っ

たという伝説があります。以来、白ウサ

ギは「災害からの守り神」とあがめら

れ、御本殿の裏側に貴重な彫物として

今も残されています。

古来より白い動物は、災害が起こる

前ぶれのシンボリックなものとして扱わ

れてきました。一葉稲荷神社の「木彫り

の白兎」は現代に外所地震の被害を

伝える貴重な史料となっています。

南海トラフ巨大地震が発生すると、

宮崎県の一部では震度7となる可能性

があるほか、太平洋沿岸の広い地域に

10ｍを超える大津波が来ると想定され

ています。日頃から充分な避難対策を

考えておく必要があります。

供養碑（右から50年忌～350年忌） 一葉稲荷神社の本殿
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ひとつばいなり とんどころ
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外所地震津波 1662年

　外所地震津波 1662年

九州最大級の地震と津波が襲った 白ウサギが津波を跳ねのけた伝説
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明治22年（1889年）7月28日、熊

本県西北部を震源とするマグニチュー

ド6.3の直下型地震が発生しました。

熊本市を中心に半径20kmの範囲、

特に金峰山の山麓で被害が大きく、死

者20名、負傷者54名、全壊家屋239

戸、半壊236戸、熊本城では石垣が崩

れる被害がありました。

地震から数時間が経過したあとも震

動と轟音は続き、家に入るのを恐れた

人々は地面にむしろを敷き、畳を持ち

出して一夜を明かしました。ランプや提

灯の明かりを灯し、人々は余震におび

えながら、朝が来るのをひたすら待ち

続けました。

下の写真は、熊本地震発生後の避

難状況を撮影した貴重な一枚です。

熊本県熊本地方を震源として2016

年（平成28年）４月14日（木）と16日

（土）に発生した「平成28年熊本地

震」は、同一地域で震度7の激しい揺

れが２回連続で発生した、観測史上初

の直下型地震でした。さらに、震源から

離れた地域でも大規模な誘発地震が

発生するなど、過去に例をみない地震

が起こりました。

震源地に近い熊本市、益城町、西原

村、南阿蘇村を中心に、家屋倒壊や土

砂災害などによる死者は161名、重傷

者1,087名、軽傷者1,605名と甚大

な 被 害 が 発 生 し ま し た 。 （ 内 閣 府 ：

2016年12月14日時点）

住宅の被害は13万棟以上に及び、

約20万人以上の方々が避難生活を強

いられました。熊本地震は余震が２千

回以上と多く、余震が怖くて家に帰るこ

とができない多くの避難者が車中泊・

テント泊を強いられました。

深刻な課題となったのが長時間、同

じ姿勢で座り続ける「車中泊」であり、

肺に血栓が詰まる「エコノミークラス症

候群」で何人もの方が亡くなりました。

直下型地震は、いつでもどこでも起

きる可能性を秘めています。常に地震

への備えを考えておくことが必要です。

熊本地震（1889年）の震度分布図 熊本市唐人町仮小屋之景

出典：熊本市震災対策基礎調査報告書

（S63年３月）

斜面崩壊（阿蘇大橋地区） 重要文化財被災（熊本城）

資料：宮崎雅徳氏 提供
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熊本地震 1889年、2016年

　熊本地震 1889年、2016年

激しい直下型地震が明治の熊本中心部を襲った

127年ぶりに発生した「平成28年熊本地震」
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毎月行われているこの「念仏講まん

じゅう」という風習ですが、長い時を経る

中で「時代に合わない」と存続が危ぶ

まれたこともあったそうです。

しかし、「まんじゅうを渡す」というかた

ちで災害の教訓を伝えてきたおかげで、

1982年（昭和57年）7月23日の長崎

大水害注）を逃れることができました。

長崎市を中心とした集中豪雨による

災害で、隣接する長崎市芒塚地区では

土石流等により17人が亡くなりました。

山川河内地区でも河川氾濫や土石

流が発生し、家屋等に被害がありまし

たが、住民は早めに安全な高台に自主

避難し、35世帯173人のうち、一人の

負傷者も出しませんでした。

1週間後、救助に訪れた人たちは、

大きな被害に会っているのにもかかわ

らず、怪我人さえ出なかったことに驚き

の声を上げたといいます。

「念仏講まんじゅう」の由来や災害

の心構えを語り継ぎ、「二度とこのよう

な災害による犠牲者を出さない」という

自主防災の意識が住民の間に脈々と

伝えられています。現在住んでいる地

域の災害の歴史を紐といてみることも、

防災教育の一つと言えるでしょう。

山川河内地区 万延元年に土石流が発生した地区 まんじゅうを手渡しで全戸に配る「念仏講まんじゅう」 長崎大水害後の山川河内地区

（注）長崎大水害
「昭和57年７月豪雨」のこと。７月23日夕方から、長崎市
付近で局地的に１時間100mmを超える猛烈な雨が３時間
以上降りつづき、死者・行方不明者299人、住家被害３万
9755戸、がけ崩れ4306カ所、地すべり151カ所という大き
な被害をもたらした。

山川河内地区で続けられている風習を
自治会長の山口辰秋さん（右）と川端綾子さん（左）が再現

出典： ミツカン水の文化センター　再考防災文化HP

出典： ミツカン水の文化センター　再考防災文化HP出典： 災害伝承「念仏講まんじゅう」調査報告書(H25.7）

長崎県長崎市太田尾町の山川河内
地区は、3方を山に囲まれた山村集落
です。江戸時代末期の1860年（万延
元年）4月9日、大雨による土砂災害が
発生し、7戸の家屋が全半壊、33人が
亡くなりました。

集落全体に壊滅的な被害を与えた
この災害が、人々に与えたダメージは
大変大きいものでした。それ以来、この
地区では、災害で亡くなられた方々の
供養と被害を忘れないため、遺体の捜
索を打ち切った翌日の14日を月命日

として、毎月14日に「念仏講まんじゅ
う」を地区の全世帯に配るという行事
が行われるようになりました。

各家庭では受け取った２つのまん
じゅうを仏壇に供え、念仏を唱えた後に
家族で分け合って食べます。その際、ま
んじゅうの由来や災害の心構えが、子
供たちや地区の外からきた新しい家族
に伝えられています。

この取り組みは、今なお150年以上
もの間、地区の全世帯が持ち回りで続
けています。

すすきづか

おお  た   お さん ぜん  ごうち ねん ぶつ こう

つきめいにち

かい めつ てき

まんえん

災害伝承で自主避難した長崎大水害

万延元年土砂災害 1860年～現在

　万延元年土砂災害 1860年～現在

150年以上続く災害伝承「念仏講まんじゅう」

災害伝承が住民の命を救った
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水害時の水位２ｍ

1972年（昭和47年）7月3日～6
日、九州と四国で梅雨前線に伴った局
地的な大雨が降りました。宮崎県えび
の市の熊本県境付近では総降水量が
600ｍｍ以上に達しました。

7月6日、豪雨により宮崎県えびの市
内竪にある現ＪＲ肥薩線真幸駅の裏山
8合目付近で地すべり崩壊が起こり、５
回の土石流（山津波）が発生しました。
高さ350ｍ、幅280ｍに渡る土石流に
より、30万㎥もの土砂が真幸駅から下
に流れ出し、住家28戸、非住家29戸
が埋まって４名が亡くなりました。

この土石流は今でも宮崎県最大規
模のものです。

被災後、真幸駅と線路は復旧されま
したが、被害を受けた世帯はすべて移
転したため、駅周辺に人家がない「秘
境の駅」になってしまいました。

当時の駅長は後世に伝える「災害記
念」として、スイッチバック線ホームに取
り残されていた推定重量8トンの岩石
をそのまま残し、説明板を設置しまし
た。このように過去の災害の記録を残
していくことで、風水害に充分警戒し、
いち早い避難が必要だと人々に伝えて
います。

上天草市松島町教良木地区の教良

木河内出張所と、隣接するJAの駐車

場内には、7月6日の豪雨被害を示す

遺構が残っています。

教良木河内出張所前の駐車場内に

ある「災害復旧記念碑」には、『昭和

47年7月6日正午突然の集中豪雨は

時間降雨量120ミリに達し山腹に山津

波が生じ未曾有の大水害が発生した。

特に教良木大河内地区、今泉地区が

被害甚大で、交通、電気、通信は寸断

され死者3名、住家の全壊47戸、半壊

181戸、浸水家屋589戸、道路、橋梁、

河川、水路、溜池、堰の決壊流失約

900ヶ所、田畑の流失埋没90ヘクター

ル、被害総額40億円に及び、瞬時にし

て惨状を呈し大混乱に陥った。』と被害

の状況が書かれています。

ＪＡ前の「天草大島大水害水位標

柱」には、当時の浸水深さが刻まれて

おり、周囲の路面から約2ｍの高さまで

浸水したことが分かります。

これらの風水害被害を身近な石碑

で伝えることにより、日頃から風水害へ

の対応を行うことや危機意識を持つ心

構えが必要です。

山津波で流れ出た約８トンの岩石と説明板 天草大島大水害水位標柱

出張所内にある「水害慰霊碑」

崩壊地と流出土砂
出典：宮崎県HP（えびの市所蔵）
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昭和47年７月豪雨 1972年

　昭和47年７月豪雨 1972年

JR肥薩線真幸駅ホームに残る山津波記念石

約２メートルの高さまで浸水したことを示す標柱
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活火山の桜島では日常的に噴火が

起こっていますが、大正３年（1914

年）１月12日には噴煙が上空8,000

ｍまで達する大爆発が起こりました。

30億トンの溶岩が流れ出し瀬戸海峡

（幅300～400ｍ、深さ70～80ｍ）は

埋没、桜島と大隅半島が陸続きになる

ほどの大噴火でした。

腹五社神社の約３ｍあったと言われ
る鳥居は、噴火後１日のうちに軽石や
火山灰に埋め尽くされ、現在は笠木部

分の約１ｍだけが地上に出ています。

牛根麓稲荷神社の約3.7ｍあったと
言われる鳥居は、軽石・火山灰によって
完全に埋没しました。それを掘り出し、
現在は高さ約1.45mだけ地上に出て
います。

いつ大噴火が起こるかもしれない桜
島では、大噴火時の応急対策が素早く
適切に行われるよう、「大正噴火の日」
１月１２日頃に『桜島火山爆発総合防
災訓練』を毎年実施しています。

退避壕や砂防ダムなどの施設整備も
進められており、桜島の住民は日頃か
ら高い防災意識をもって生活していま
す。

黒神埋没鳥居(鹿児島市黒神町） 牛根埋没鳥居（垂水市牛根麓）

桜島火山爆発総合防災訓練の様子
　　　　　 画像出典：鹿児島県ＨＰ

島内に32基の退避壕を設置

大正噴火の様子

出典：「桜島大正噴火100周年記念誌」

　　　　 桜島大正噴火100周年実行委員会

　　 　　鹿児島県（2014年発行）

桜島の各集落には135年前の安永

噴火の言い伝えが残っており、大正噴

火では危険を察知した住民が自主的

に避難しました。

このため、大正噴火は大噴火であり

ながらも犠牲者が少なかったのです

（安永噴火の犠牲者は153名に対し、

大正噴火の犠牲者は58名）。
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毎年「大正噴火の日」に防災訓練を実施

桜島大正大噴火 1914年

大正噴火の溶岩流で桜島が大隅半島と陸続きに

火山灰で埋まった神社の鳥居

高い防災意識をもって生活する桜島の住民
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水深4.45ｍ

熊本県、大分県、福岡県、佐賀県の４
県にまたがる九州最大の筑後川は
「筑紫次郎」注）と呼ばれる暴れ川とし
て恐れられてきました。

筑後川流域では1573年（天正元
年）から1889年（明治22年）までの
316年間に183回の大水害がありまし
た。約1.7年に１回の割合で水害が起
きています。

明治以降は近代的改修が進められ
ましたが、まだ水害は頻繁に起きていま
す。特に被害が大きかった明治22年、
大正10年、昭和28年の水害は「筑後
川3大水害」と呼ばれています。

なかでも1953年（昭和28年）６月
の豪雨被害は大きく、25日から30日
に至る５日間の連続雨量は筑後川上
流部で960mm、中流部で700mm、
下流部で600mmを記録しました。

筑後川の堤防は122箇所が壊れ、朝
倉堤防は延長約600ｍにわたって決壊
しました。

久留米市では、東櫛原町など数か所
で堤防が決壊し、東・西・北の三方向
から一挙に市内に濁流が流れ込みま
した。

決壊した堤防から流出した水は久留
米市内に押し寄せ、かつての国鉄久留
米駅、久留米大学医学部など久留米
市中心部をことごとく水没させ、市内の
80%が浸水しました。

久留米市中央公園内に建つ「昭和２８
年筑後川水害記念碑」の碑文には「この
中央公園付近にも濁流が押しよせ、その
水深は、この記念碑の頂部にまで達し
た。」と刻まれており、周囲の路面から約
4.４５ｍの高さまで浸水したことが分かり
ます。この記念碑には「大いなる自然の恵
みを与え続けてくれる筑後川が、時として
自然の脅威と化する事を後世に伝え、筑
後川治水百年の大計を果たすことを誓
う」と書かれています。

記念碑として過去の災害記録を残して
いくことで、日頃から水害に充分警戒し、
いち早い避難活動が必要だと人々に伝え
ています。

決壊した宮の陣の堤防

久留米市の篠山城下は濁流の海、米軍プロペラ船

で救助される人々

久留米市宮の陣川が大量の流木で破壊

久留米大学医学部付近の浸水状況

画像出典：国土交通省 九州地方整備局

画像出典：NPO法人 筑後川流域連携倶楽部

画像出典：国土交通省 九州地方整備局

昭和28年筑後川水害記念碑

資料：高橋和雄氏提供

画像出典：NPO法人 筑後川流域連携倶楽部

筑後川流域内の被害は、流出全半壊
家屋約12,800戸、床上浸水家屋約
49,200戸、床下浸水家屋約46,300
戸、被災者数約54万人、死者147人に
達する悲惨な災害でした。

この大水害により、流域の広大な耕地
は流失、埋没、冠水などの大きな被害を
受けました。

きょうい

（注）日本三大暴れ川の一つ
   　　 坂東太郎（利根川）、筑紫次郎（筑後川）、四国三郎（吉野川）

てんしょう

ひがしくしはら

だくりゅう

ささやまじょうか

ひんぱん

暴れ川「筑紫次郎」の昭和28年大水害

昭和２８年筑後川大水害　1953年

昭和28年筑後川大水害　1953年

久留米市内の80％が浸水した筑後川の大水害

洪水の水深と同じ高さの「石柱モニュメント」
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福岡県うきは市は、筑後川とその支

流の巨瀬川、隈上川が流れ、毎年のよ

うに洪水に見舞われてきました。また、

南側に急峻な耳納山地があり、その山

麓では大規模な土石流災害が繰り返

し起こってきた歴史があります。

多くの犠牲者を出した１７２０年(享

保５年)の「享保5年7月九州北部豪

雨」は、江戸時代に起こった筑後最大

の 災 害 で 、 耳 納 山 麓 で は 山 崩 れ

7,737ヶ所、死者は61人、負傷者32

人に達しました。また、土石流が巨瀬川

の氾濫を誘発し、大村全域が土砂で

埋没しました。

うきは市吉井町の大村天満宮境内

に立てられている「大村復興碑」には、

享保5年7月の豪雨による土石流で大

村が土砂に埋まったこと、この災害で

巨瀬川に土砂が堆積したため、降雨の

たびに氾濫し大村の復興は困難を極

めたことが記されています。

昭和７年、ついに復興事業が完成し

たことを記念し、この復興碑が建てられ

ました。

巨瀬川は今でも氾濫・決壊の危険性

があります。日頃から災害と向き合うこ

とによって安全な避難ルートなどを考え

てみましょう。

大村復興碑（うきは市吉井町大村地区） 儲穀の石柱（うきは市吉井町東屋形）

耳納連山の傾斜地を利用した柿畑

が広がる、うきは市吉井町東屋形に

は、「儲穀」と書かれた石柱がひっそり

と立っています。

隙間なく文字が彫られていますが、

今ではほとんど読めない状況です。

石柱の碑文には「享保年間、この村

は山崩れによって水はあふれ、田は砂

や石で埋まった。被害の大きかった12

人は租税を免じられたので、食べるに

困ることはなかったが、不慮の災厄に

対しては日頃の備えが肝要なので、村

長は一同と相諮り穀物を備蓄すること

とし、以来25年間、寛政６年（１７９４）

までに７７石あまりの穀物を備えた。」と

災害を教訓に食料を備蓄したことが記

されています。

石柱に残してまで子孫に伝えようとし

た教訓は、現代でも十分通用するもの

です。

このように記念碑が建てられている

場所では、また同じ災害が起きる可能

性があると考えて、来るべき災害に備

えることが大切です。

こ　　せ くま がみ

み　　のう

ちょ  こく

ひがし　や　 かた
豪雨時に繰り返す耳納山麓の土石流災害

享保５年７月九州北部豪雨　1720年

享保５年７月九州北部豪雨　1720年

土砂に埋まった大村の歴史を刻む復興碑

300年前の教訓を伝える伝承碑
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1792年（寛政4年）5月21日夜、長崎
県島原半島の雲仙岳が噴火しました。噴
火後、マグニチュード6.4の地震が発生
し、眉山（標高700ｍ）が崩れ落ちました。
眉山の土砂は有明海に土石流となって一
気に流れ込み、波高10～20ｍの大津波
がおきました。津波は対岸の熊本（肥後）
沿岸部に大きな被害を与え、折り返した
津波が再び島原を襲いました。

津波は３回起こり、波の高さは島原で
33～55ｍ、熊本県の天草で5～45ｍと想定され、津波による死者は有明海全域で
約１万５千人（うち、約３分の１が熊本側）に及びました。島原の噴火・地震・土石流
被害が「島原大変」、熊本の津波被害が「肥後迷惑」と呼ばれる有史以来日本最大
の火山災害となりました。

島原大変の翌年、寛政5年（1793
年）、島原藩主の松平忠馮は、死者が多
く打ち上げられた海岸に、同形・同碑文
の供養塔を7基建立し、流死した人の霊
を弔いました。

供養塔の正面には「流死菩提供養
塔」、右側面には「寛政四壬年四月朔日
高波」と刻まれ、現在も近隣住民による
清掃・献花・供水などの供養が続けられ
ています。

熊本市河内町（旧河内村、白浜村、
船津村）では、大津波により約500人
が死亡したと伝わっています。大津波
の教訓を伝える石碑は同町の船津厳島
神社近くにあり、幅40cm、高さ２ｍほど
の角柱4面にわたり碑文が刻まれてい
ます。

碑文には「後世に同じような津波が
襲ったときは、すべてに優先し、高齢者
や幼児を連れて直ちに避難しなければ
ならない。迷わないように普段から逃
げ道を確かめておくべきだ」と記されて
います。

災害を自分のこととして受け止め、
しっかりと避難できるように日頃から準
備しておくことが大切です。

南島原市西有家町の供養塔 南島原市南有馬町の供養塔

前面道路から見た位置

神社東参道入口にあったが
道路改良で現在地に移設

津波教訓碑

寛政７年乙卯10月建立

雲仙岳・眉山の巨大崩壊位置図
　　　　　　　　　　　出典：独立行政法人 防災科学技術研究所HP

肥後国嶋原津波之絵図(熊本大学永青文庫蔵)
　　　　　　　　　　　　　　　　出典：国土交通省九州地方整備局　雲仙復興事務所HP

船津厳島神社
→津波教訓碑

↓

ただより

ただ

ふなつ いつくしま

りゅうし　　ぼだい　　　くよう

とう

たかなみ

かんせい よつみずのえどし  し がつ ついたち

しまばら はんとう うん ぜん だけ ふん か

かんせい

まゆやま

ひ　ご

ひご  めいわくしまばら たいへん

日本最大の火山災害「島原大変肥後迷惑」

寛政４年雲仙岳噴火・地震 1792年

寛政４年雲仙岳噴火・地震 1792年

雲仙岳の噴火による大津波が熊本沿岸を襲った

島原藩主が建立した津波被災者の供養塔

熊本側の大津波の教訓を伝える石碑
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